
豊
橋
市
立
図
書
館
蔵
『
奥
義
抄
』
に
つ
い
て

日
比
野
　
浩
　
信

　
六
条
家
の
歌
人
、
藤
原
清
輔
の
著
述
で
あ
る
『
奥
義
抄
』
の
伝
本

は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
存
し
て
お
ら
ず
、
現
在
十
数
本
の
写
本
、
版

本
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
著
者
清
輔
は
随
時
、
追
補
・
改
訂

な
ど
手
を
加
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
現
存
諸
本
間
の
異
同
は
、
極

め
て
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
伝
本
研
究
と
し
て
は
、
早
く
久
曽
神
昇
先
生
が
、
追
補
の
状
況
に

よ
り
、
一
次
本
か
ら
四
次
本
ま
で
が
存
す
る
と
し
て
九
條
家
旧
蔵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
エ

を
三
次
本
、
流
布
本
と
し
て
の
版
本
を
四
次
本
と
分
類
さ
れ
、
原
田

芳
起
氏
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
異
本
と
し
て
の
性
格
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
上
で
、
追
加
・
改
訂
本
を
分
類
の
規
準
と
し
て
系
統
立
て

　
ハ
ベ
　
ザ

ら
れ
た
。
最
近
で
は
、
川
上
新
一
郎
氏
が
現
存
伝
本
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
に
つ
い
て
異
同
を
あ
げ
て
考
察
を
加
え
ら
れ
、
1
類
（
流
布
本

系
）
、
n
類
（
異
本
系
）
、
系
統
未
詳
本
の
、
三
類
に
分
類
し
て
お
ら

（
注
3
）

れ
る
。

　
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
豊
橋
市
立
図
書
館
蔵
本
は
、
既
に
久
曽
神
先

生
が
ご
覧
に
な
っ
て
お
り
、
本
文
自
体
は
取
り
立
て
て
特
徴
的
な
も

の
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
他
の
伝
本
と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
無
視

で
き
な
い
特
異
な
書
写
形
態
を
有
す
る
こ
と
に
加
え
、
従
来
の
位
置

付
け
で
は
不
適
当
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
敢
て
卑
見
を
述
べ

て
み
た
い
。

二

日
本
歌
学
大
系
第
一
巻
所
収
の
『
奥
義
抄
』
の
解
題
に
は

　
こ
の
九
條
家
旧
蔵
本
を
近
世
初
期
に
韓
寓
し
た
も
の
が
豊
橋
市
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立
圖
書
館
に
現
存
し
、
近
世
中
期
に
韓
潟
し
た
も
の
が
、
廣
島

　
　
の
淺
野
圖
書
館
に
あ
る
。
何
れ
も
上
質
大
判
美
濃
紙
袋
綴
三
冊

　
　
で
あ
り
、
内
容
は
前
者
と
合
致
し
て
ゐ
る
。

と
あ
り
、
ま
た
井
上
宗
雄
氏
は
、

　
　
奥
義
抄
　
豊
橋
市
立
図
書
館
。
写
三
冊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ユ

と
し
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
前
記
解
題
に
依
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
は
写
本
と
し
て
は
二
冊
本
が
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
三
冊
本
は
見
当
た
ら
な
い
（
ち
な
み
に
同
図

書
館
に
は
版
本
も
蔵
さ
れ
て
お
り
、
国
書
総
目
録
で
は
「
刊
年
不
明
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

と
し
て
い
る
が
、
慶
安
五
年
版
本
で
あ
る
）
。
浅
野
図
書
館
本
は
未

見
（
川
上
氏
に
よ
れ
ば
、
焼
失
し
た
と
の
こ
と
）
で
あ
る
が
、
こ
れ

と
混
同
さ
れ
て
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。

　
豊
橋
市
立
図
書
館
の
一
冊
目
は
、
上
・
中
巻
か
ら
な
り
九
十
五
丁

（
最
後
に
遊
紙
一
丁
を
含
む
）
、
題
籏
に
は
「
奥
義
抄
　
上
／
中
／

共
同
」
と
あ
り
、
二
冊
目
は
下
巻
及
び
下
巻
余
か
ら
な
り
七
十
丁
（
初

め
に
遊
紙
一
丁
を
含
む
）
、
題
篭
に
は
「
奥
義
抄
　
下
」
と
あ
る
。

二
冊
と
も
、
一
面
十
五
行
書
き
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
も
大
き
な
特
徴
と
い
え
ば
、
一
冊
目
の
第
八
十
四
丁
裏
の
、
万

葉
集
の
注
釈
三
十
一
「
い
な
む
し
ろ
」
の
説
明
の
途
中
か
ら
筆
跡
が

異
な
っ
て
お
り
、
二
冊
目
か
ら
は
、
再
び
元
の
筆
跡
に
戻
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
総
じ
て
和
歌
は
三
字
下
げ
二
行
書
き
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
こ
の
別
筆
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
和
歌
を
三
～
五
字
（
ほ
ぼ

一
句
分
）
上
げ
一
行
書
き
と
し
て
お
り
、
書
写
形
態
ま
で
も
が
異
な

る
。
し
か
し
、
一
面
は
同
じ
く
十
五
行
書
き
が
普
通
で
あ
る
。
新
し

い
丁
か
ら
筆
跡
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
落
丁
に
よ
る
補
筆

か
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
丁
の
途
中
か
ら
で
あ
る
の
で

そ
う
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
部
分
の
本
文
に
つ
い
て
は
後
述
し
た

い
。

　
さ
て
、
日
本
歌
学
大
系
解
題
に
お
い
て
は
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本

は
、
九
條
家
本
の
転
写
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
以
下
に
九
條
家
本
と
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
そ
し
て
こ
れ

ら
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
書
陵
部
本
に
つ
い
て
、
問
題
と
な
る
箇
所

を
比
較
、
検
討
し
て
み
た
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
版
本
も
参
考
ま

で
に
比
較
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
九
條
家
本
の
奥
書
に
は

　
　
正
和
五
年
雁
鍾
廿
七
以
清
輔
朝
臣
自
筆
中
之
本
書
写
比
校

と
あ
り
、
書
陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
加
え
て
、
版
本
も
同

じ
奥
書
を
有
す
る
。
ま
た
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図

書
館
本
に
は
、
「
花
鳥
次
第
　
定
家
卿
作
」
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ

る
こ
と
も
共
通
す
る
（
た
だ
し
、
書
陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本

は
、
「
貞
家
卿
作
」
と
し
、
版
本
に
は
こ
の
記
述
が
な
い
）
。
ま
ず
こ

の
点
か
ら
、
三
写
本
が
同
系
統
の
伝
本
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
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本
文
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
九
條
家
本
の
中
巻
、
後
拾
遺
集
十

⊥ハ

u
か
く
と
た
に
」
に
「
追
考
」
と
あ
り
、
後
撰
集
三
十
一
「
ゆ
ふ

や
み
は
」
に
「
裏
書
云
」
と
す
る
部
分
は
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
も

あ
り
、
書
陵
部
本
に
も
あ
る
。
「
追
考
」
「
裏
書
云
」
な
ど
と
す
る
の

は
、
こ
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
（
た
だ
し
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の

別
筆
部
分
に
つ
い
て
は
例
外
が
あ
り
、
後
述
す
る
）
。

　
目
録
に
挙
げ
ら
れ
な
が
ら
も
注
を
付
さ
な
い
歌
が
『
奥
義
抄
』
に

は
み
ら
れ
る
が
、
九
條
家
本
に
よ
れ
ば
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
中
巻

　
　
一
　
後
拾
遺
集
三
十
「
よ
う
つ
よ
を
」
の
歌

　
　
二
　
後
撰
集
五
「
よ
ひ
な
か
ら
」
の
歌

　
　
三
　
同
二
十
八
「
い
せ
の
う
み
の
」
の
歌

　
　
下
巻

　
　
四
　
古
今
集
四
十
七
「
ま
ゆ
ね
か
き
」
の
歌

　
　
五
　
同
五
十
九
「
お
ほ
か
た
は
」
の
歌

　
　
六
　
同
百
十
「
み
ち
の
く
は
」
の
歌

　
　
七
　
短
歌
二
「
え
ふ
の
み
」

　
こ
れ
ら
に
注
の
な
い
こ
と
は
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本
も

す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
版
本
は
、
右
の
う
ち
の
二
、
三
に
は

説
明
が
付
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
裏
書
・
追
勘
な
ど
が
多
く
存
す
る

こ
と
か
ら
、
少
々
性
格
を
異
に
す
る
伝
本
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
中
巻
の
後
撰
集
二
十
七
「
は
す
な
は
に
」
の
歌
に
つ
い
て
は
、

二
通
り
の
本
文
が
知
ら
れ
、
版
本
で
は
、

　
　
は
す
な
は
・
か
つ
ら
の
よ
う
に
て
う
み
の
お
も
て
に
う
き
て
お

　
　
ひ
た
る
も
の
也
。
そ
れ
か
う
ら
に
は
ち
い
さ
き
か
い
と
も
の
つ

　
　
き
た
る
也
。
う
へ
に
は
さ
り
け
も
み
え
て
う
ら
に
つ
き
た
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　

　
　
か
く
そ
へ
よ
め
る
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
句
点
を
付
す
）

と
あ
り
、
一
方
、
九
條
家
本
で
は
、

　
　
は
す
な
は
と
云
物
は
う
み
に
あ
り
か
つ
ら
の
や
う
に
て
う
ら
う

　
　
へ
あ
る
へ
く
も
な
し
と
き
く
に
い
か
に
よ
め
る
に
や
尋
へ
し

と
し
て
お
り
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本
は
九
條
家
本
と
同

様
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
版
本
は
や
や
異
質
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
三
本
共
、
各
々
特
に
上
巻
に
か
な
り
の
校
合
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
共
通
す
る
。
例
を
あ
げ
て
の
比
較
は
省
略

す
る
が
、
九
條
家
本
に
は
、
「
イ
」
と
し
て
校
合
す
る
も
の
を
、
七

十
数
箇
所
数
え
得
る
が
、
そ
の
う
ち
六
十
箇
所
ほ
ど
が
、
他
の
二
本

に
も
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
声
点
の
記
入
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
三
本
に
同
じ
よ
う
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
更
に

は
振
り
仮
名
に
つ
い
て
も
、
同
一
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
か
な
り

共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
こ
と
か
ら
も
、
九
條
家
本
・
書
陵

部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
が
、
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
九
條
家
本
と
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
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日
本
歌
学
大
系
の
解
題
に
あ
る
よ
う
に
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
九

條
家
本
の
転
写
で
あ
る
と
さ
れ
、
何
の
反
論
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
は
、
九
條
家
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本
は
同
一

系
統
で
あ
る
と
捕
え
た
上
で
三
本
間
の
異
同
の
う
ち
、
特
に
注
意
す

べ
き
も
の
を
あ
げ
る
に
留
め
、
他
系
統
の
伝
本
の
異
同
は
考
え
な
い
。

ま
た
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
別
筆
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る

こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
な
お
、
諸
伝
本
の
異
同
は
、

川
上
氏
が
実
例
を
あ
げ
て
詳
し
く
考
察
を
し
て
お
ら
れ
、
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

一
　
序
の
中
で
、
「
天
平
感
宝
元
年
陸
奥
国
に
出
金
時
詔
書
反
歌
大

伴
家
持
作
」
の
上
に
「
此
号
在
方
万
集
年
代
暦
可
尋
」
と
い
う
注
記

（
書
陵
部
本
に
は
「
万
葉
集
」
と
あ
る
。
）
が
九
條
家
本
に
は
な
い
。

二
　
和
歌
三
種
躰
　
査
躰
の
無
頭
有
尾
の
項
、
九
條
家
本
で
は

　
　
あ
み
し
ほ
ひ
と
り
も
・
な
ひ
つ
人
は
い
へ
と
も
た
む
か
ひ
も
せ

　
　
す

　
　
無
初
五
字
故
云
無
頭
有
尾

と
あ
る
が
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本
に
は
こ
の
前
に
「
神

日
本
磐
余
彦
天
皇
撃
臭
師
寄
日
」
の
一
文
が
あ
る
。

三
　
九
條
家
本
の
「
畳
句
歌
」
の
項
に
は

　
　
心
こ
そ
心
を
は
か
る
心
な
れ
心
の
あ
だ
は
こ
こ
ろ
な
り
け
り

の
歌
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
が
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
は
、
「
同

事
を
重
読
也
」
と
簡
略
な
が
ら
、
説
明
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
書

陵
部
本
に
つ
い
て
も
同
様
に
あ
る
。

四
　
「
避
病
事
」
の
題
目
は
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
及
び
書
陵
部
本

に
は
な
い
。

五
　
九
條
家
本
は
「
詞
病
事
」
を
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
で
は
「
詞

病
」
を
題
目
と
し
「
又
歌
に
詞
病
と
云
こ
と
あ
り
…
」
と
説
明
が
始

ま
る
が
、
書
陵
部
本
で
は
「
詞
病
」
を
題
目
と
し
て
「
事
又
詞
病
と

云
こ
と
あ
り
…
」
と
す
る
。

六
　
「
秀
歌
」
の
題
目
は
九
條
家
本
の
み
に
見
出
さ
れ
る
。

七
　
九
條
家
本
で
は
「
盗
古
歌
証
歌
」
の
題
目
の
後
に
「
ふ
る
寄
の

心
を
は
よ
む
ま
し
き
こ
と
な
れ
共
…
」
の
文
が
あ
る
が
、
豊
橋
市
立

図
書
館
本
・
書
陵
部
本
は
文
の
後
に
題
目
が
あ
る
。

八
　
「
物
異
名
」
の
「
付
十
二
月
名
」
の
割
書
は
、
九
條
家
本
の
み

に
あ
る
。

九
　
「
古
歌
詞
」
の
順
序
が
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
で
は

　
　
い
や
と
し
の
は
　
と
よ
む
　
と
・
ろ
　
あ
ま
は
り
　
は
た
れ

　
　
あ
さ
け
　
し
み
み
　
し
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
。
ま
た
、
注
記
は
省
略
し
た
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
で
は
、

　
　
い
や
と
し
の
は
　
と
よ
む
　
と
・
う
　
し
は
な
く
　
は
た
れ

　
　
あ
ま
は
り
　
し
み
・
　
あ
さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

と
あ
る
。
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一
〇
　
同
じ
く
、
九
條
家
本
で
は
「
の
ら
　
ゆ
き
け
の
み
つ
」
の
順

で
あ
る
が
、
他
の
二
本
で
は
「
ゆ
き
け
の
み
つ
　
の
ら
」
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

＝
　
　
「
出
万
葉
集
所
名
」
の
「
峯
」
の
項
の
最
後
、
九
條
家
本
で

は
「
い
こ
ま
か
た
け
」
と
あ
り
、
書
陵
部
本
で
は
「
い
こ
ま
の
た
け
」

の
「
の
た
け
」
を
見
せ
消
ち
と
し
て
「
た
か
ね
」
と
書
き
入
れ
る
。

豊
橋
市
立
図
書
館
本
で
は
、
「
い
こ
ま
た
か
ね
」
と
あ
る
。

一
二
　
同
「
岡
」
の
項
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
及
び
書
陵
部
本
で
は

「
い
は
し
ろ
の
を
か
」
と
「
さ
た
の
を
か
」
と
の
あ
い
だ
に
「
む
か

ひ
の
お
か
」
が
あ
る
が
、
九
條
家
本
に
は
な
い
。
た
だ
し
、
三
本
共
、

こ
の
項
の
一
番
は
じ
め
に
「
む
か
ひ
の
を
か
」
が
あ
り
、
九
條
家
本

で
は
、
意
識
的
に
削
除
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
に
あ
げ
る
内

閣
文
庫
蔵
零
本
で
は
、
「
い
は
し
ろ
の
を
か
」
「
さ
た
の
を
か
」
の
あ

い
だ
に
「
ゐ
か
い
の
を
か
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

他
の
三
本
で
は
「
む
」
と
「
ゐ
」
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

＝
二
　
同
「
島
」
の
項
の
最
後
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本

に
は
「
の
し
ま
」
は
な
い
が
、
九
條
家
本
に
は
存
す
る
。

一
四
　
同
「
崎
」
の
項
、
豊
橋
市
立
図
書
館
・
書
陵
部
本
に
は

　
　
（
前
略
）
み
そ
め
し
さ
き
　
し
ふ
た
に
の
さ
き
　
し
ら
さ
き

　
　
あ
ら
い
の
さ
き
　
み
う
ら
の
さ
き
　
　
（
後
略
）

と
あ
る
が
、
九
條
家
本
に
は
、
「
し
ふ
た
に
の
さ
き
　
し
ら
さ
き

あ
ら
い
の
さ
き
」
が
な
い
。
一
行
に
三
つ
づ
つ
記
す
こ
と
か
ら
、
一

行
を
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
同
「
河
」
の
項
、
九
條
家
本
は
、

　
　
（
前
略
）
ち
く
ま
か
は
　
た
ま
し
ま
か
は
　
ゐ
な
か
は
　
あ
き

　
　
つ
の
か
は
　
と
ね
か
は
　
く
し
か
は
　
あ
そ
の
か
は
ら
　
ま
つ

　
　
ら
か
は
　
お
ほ
か
は
よ
と
　
く
ら
は
し
川
　
　
（
後
略
）

と
あ
る
の
に
対
し
、
あ
と
の
二
本
は

　
　
（
前
略
）
た
ま
し
ま
か
は
　
ま
つ
ら
か
は
　
ゐ
な
か
は
　
ち
く

　
　
ま
か
は
　
と
ね
か
は
　
く
し
か
は
　
あ
き
つ
の
か
は
　
く
ら
は

　
　
し
か
は
　
お
ほ
か
は
よ
と
　
あ
そ
の
か
は
ら
　
　
（
後
略
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

一
⊥
ハ
　
後
撰
集
四
十
三
「
な
を
き
・
に
」
の
歌
の
注
、
九
條
家
本
と

豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
は
「
生
毛
羽
悪
吹
毛
求
疵
」
が
あ
る
が
、
書

陵
部
本
に
は
な
い
。

一
七
　
九
條
家
本
は
「
古
歌
　
萬
葉
集
」
と
表
題
を
掲
げ
る
が
、
他

の
二
本
は
、
「
萬
葉
集
寄
」
と
す
る
。

一
八
　
万
葉
集
三
十
一
「
い
な
む
し
ろ
」
の
歌
の
注
、
九
條
家
本
及

び
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
は
、

　
　
稲
錘
と
云
そ
れ
に
又
此
草
の
似
た
れ
は

と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
書
陵
部
本
に
は
な
い
。

一
九
　
書
陵
部
本
で
は
同
三
十
一
「
は
し
鷹
の
」
の
歌
の
前
に
「
以

下
寄
四
首
所
出
詳
不
覚
語
」
の
注
記
が
あ
り
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本

（
別
筆
）
で
は
頭
注
と
す
る
が
、
九
條
家
本
に
は
な
い
。
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二
〇
　
古
今
集
八
十
四
「
わ
た
の
原
」
の
歌
の
注
、
「
み
ま
く
ほ
し

き
玉
つ
し
ま
か
な
と
よ
め
り
此
」
の
文
が
書
陵
部
本
に
は
な
い
。

二
一
　
同
百
十
⊥
ハ
「
か
い
か
ね
を
」
の
歌
の
注
、
書
陵
部
本
で
は

　
　
心
な
く
四
郡
に
渡
り
た
る
と
あ
ら
ん
は
を
と
り
て
や

と
あ
る
が
、
九
條
家
本
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
で
は
、

　
　
心
な
く
四
郡
に
は
こ
え
た
る
と

と
な
っ
て
い
る
。

二
二
　
下
巻
余
十
八
、
九
條
家
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
は
、

　
　
（
前
略
）
問
云
こ
と
の
お
り
は
し
か
な
り
女
を
つ
ま
く
し
に
と

　
　
り
な
す
こ
と
お
ほ
つ
か
な
し

と
あ
る
が
、
書
陵
部
本
に
は
「
お
ほ
つ
か
な
し
」
が
な
い
。

二
三
　
同
十
九
の
う
ち
、
「
優
栴
善
為
咲
言
合
於
大
道
」
「
郭
舎
人
登

言
陳
辞
」
の
間
に
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本
に
は
「
優
干

甑
滑
稽
多
弁
」
が
あ
る
。

二
四
　
同
「
世
の
中
の
」
の
歌
の
後
に
あ
る
「
是
等
詞
弁
説
也
」
が
、

書
陵
部
本
に
は
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
川
上
氏
は
書
陵
部
本
（
御
巫
本
と
呼
称
し
て
、

書
陵
部
蔵
中
巻
の
み
の
零
本
と
区
別
し
て
お
ら
れ
る
）
の
特
徴
的
な

異
同
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
日
本
歌
学
大
系
を
九
條
家
本
と
し
て

用
い
て
お
ら
れ
、
そ
の
版
本
と
の
校
訂
箇
所
を
も
、
異
同
と
し
て
あ

げ
て
お
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
氏
の
あ
げ
て
お
ら
れ
る
箇
所
で
、
こ

こ
に
あ
げ
て
い
な
い
も
の
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
、
書
陵
部
本
に
誤
脱
の
多
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
二
・
三
・
＝
…
な
ど
の
よ
う
に
九
條

家
本
に
な
く
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
含
ま
れ
る
箇
所
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
九
條
家
本
の
転
写
本
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
書
陵
部
本
も
同
様
、
九
條
家
本
の
転
写
本
で
は
な

い
。
九
條
家
本
に
存
し
な
い
部
分
の
ほ
と
ん
ど
は
、
九
條
家
本
の
誤

脱
と
考
え
ら
れ
る
。

　
豊
橋
市
立
図
書
館
本
と
書
陵
部
本
の
関
係
は
と
い
え
ば
、
豊
橋
市

立
図
書
館
本
の
別
筆
部
分
が
異
な
る
本
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、

互
い
に
転
写
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
も
し
仮
に
別
筆
部
分
を

後
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
書
陵
部
本
に
は
脱
落
が
多

く
、
同
本
を
豊
橋
市
立
図
書
館
本
が
転
写
し
た
と
は
見
る
こ
と
が
で

き
ず
、
さ
ら
に
二
〇
の
例
な
ど
か
ら
も
、
こ
の
二
本
は
互
い
に
転
写

関
係
に
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
。

　
九
條
家
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
書
陵
部
本
は
、
ご
く
近
い
関

係
に
あ
り
、
す
べ
て
同
系
統
に
含
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、

互
い
に
転
写
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

三

　
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
別
筆
部
分
は
、
中
巻
の
万
葉
集
三
十
一
の

注
の
途
中
か
ら
同
巻
終
わ
り
ま
で
、
す
な
わ
ち
一
冊
目
の
最
後
部
で
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豊
橋
市
立
図
書
館
蔵
「
奥
義
抄
』

上
冊
八
十
四
丁
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
髭
s
2
，
る
の
頭
一
ぷ
セ
『
ふ
吻
キ
ぷ
隅
星
9
ゼ

　　

84丁裏8行目の下4文字から筆跡が異なる。

　　　　　　　－111一



　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ム
ー
コ
自
メ
）
平
～
・
仁
ゾ
ど
カ
ー
フ
て
ξ
．
な
（
り
傭
小
た
七
く

　
　
　
　
　
　
　
籏
い
～
甘
4
く
坐
い
∠
b
㊤
・
ン
Z
い
♪
・
リ
ブ
◇
㊨
ヤ
磯

　
　
　
　
　
　
事
迂
篇
・
㌧
W
乙
γ
の
て
凋
マ
O
、
ー
ハ
L
．
弁
セ
、
見
」
〔
て

　
　
　
　
　
　
　
O
ζ
た
七
ξ
ら
・
㊤
2
ψ
d
ハ
亀
ξ
き
ハ
Y
「
ー

　
　
　
　
　
　
　
止
り
『
ら
ひ
く
・
乃
汲
⇔
ガ
廿
五
t
わ
P
わ
ユ
・
C
ゼ
八

　　　
　
　
　
　
　
　
入
埠
ろ
忽
㌣
ハ
百
そ
Ω
」
－
〈
姶
ゴ
こ
ハ
店
－
心
、
＼
ぴ
て
ん
叩
と
そ

　
　
　
　
　
　
7
ま
ぢ
て
ヨ
ー
ハ
〔
之
〉
オ
を
き
泉
辻
う
ピ
万

　
　
　
　
　
　
　
マ
C
ぷ
占
・
丁
－
ま
才
ミ
髪
（
忠
▲
す
ー
°
り
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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あ
る
。

　
　
一
二
一
　
い
な
む
し
ろ
か
は
そ
ひ
や
な
き
水
ゆ
け
は
な
ひ
き
を
き

　
　
ふ
し
そ
の
ね
は
た
え
す

の
歌
は
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
で
は
四
十
行
に
お
よ
ぶ
注
を
付
す
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
三
十
四
行
目
の
終
わ
り
四
文
字
以
後
が
別
筆
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
面
は
十
四
行
書
き
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
通

り
落
丁
に
よ
る
補
筆
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
部
分
を
示
す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。
（
／
以
下
別
筆
）

　
　
（
前
略
）
皇
胤
な
る
よ
し
人
に
し
ら
れ
む
と
て
よ
み
た
ま
へ
る

　
　
寄
な
り
。
さ
て
京
に
の
ほ
り
て
／
仁
賢
は
太
子
に
立
。
（
後
略
）

　
　
〈
図
版
参
照
〉

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
内
閣
文
庫
蔵
零
本
で
あ
る
。
同
本
は
、

中
巻
中
途
以
下
が
欠
落
す
る
が
、
仮
に
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
大
部

分
を
な
す
筆
跡
を
甲
筆
、
別
筆
を
乙
筆
と
す
る
と
、
ま
さ
に
甲
筆
部

分
と
同
じ
、
「
さ
て
京
に
の
ぼ
り
て
」
ま
で
が
存
し
て
お
り
、
以
下

が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
上
氏
は
同
本
に
つ
い
て

　
　
巻
中
途
中
ま
で
の
書
き
さ
し
本
で
、
終
丁
ウ
第
一
行
に
「
寄
な

　
　
り
、
さ
て
京
に
の
ぼ
り
て
」
と
日
本
歌
学
大
系
三
〇
五
頁
十
二

　
　
行
目
「
い
な
む
し
ろ
」
歌
の
注
の
半
ば
ま
で
を
書
き
、
そ
の
後

　
　
に
、
「
難
波
”
”
枇
馴
」
「
硯
ノ
池
長
土
」
「
泊
瀬
相
蜘
▽
呂
潮
ソ
研
リ
江
」
「
筆

　
　
ノ
山
讃
岐
」
と
朱
書
が
あ
る
（
同
筆
ヵ
）
。
巻
中
の
目
録
に
は
、

　
　
巻
中
末
尾
ま
で
の
語
句
が
記
さ
れ
て
お
り
、
書
き
さ
し
た
理
由

　
　
は
明
ら
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
、
底
本
が
以
下
落
丁
で
で
も
あ
っ

　
　
た
も
の
か
。

と
し
て
お
ら
れ
る
。
内
閣
本
と
豊
橋
市
立
図
書
館
本
が
転
写
の
関
係

に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
書
き
さ
し
本
と
そ
の
転
写
本
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
多
く
の
例
は
あ
げ
な
い
が
、
序

の
最
初
だ
け
で
も
両
本
に
は
、
次
の
様
な
異
同
が
あ
る
。

○
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
「
お
よ
そ
な
す
ら
ふ
る
と
こ
ろ
こ
と
な
る

こ
と
な
し
」
と
あ
る
部
分
が
、
内
閣
本
で
は
「
を
ほ
よ
そ
な
き
か
有

と
こ
そ
こ
と
な
る
こ
と
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
豊
橋
市
立
図
書
館

本
か
ら
こ
の
よ
う
な
表
記
は
得
ら
れ
難
く
、
内
閣
本
の
親
本
以
前
の

段
階
で
紛
ら
わ
し
い
文
字
遣
い
を
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
誤
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

○
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
「
こ
れ
よ
り
さ
ま
く
の
す
か
た
心
く

の
名
」
と
あ
る
が
、
内
閣
本
は
「
こ
れ
よ
り
さ
ま
く
の
す
か
た
し

ろ
く
の
名
」
と
す
る
。

　
以
上
の
二
点
か
ら
も
、
内
閣
本
と
豊
橋
市
立
図
書
館
本
が
互
い
に

転
写
関
係
に
あ
る
と
は
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
内
閣
本
に
は
、
後
拾
遺
集
十
六
「
か
く
と
た
に
」
の
歌
の

注
に
「
追
考
」
、
後
撰
集
三
十
一
「
ゆ
ふ
や
み
は
」
の
歌
の
注
に
「
裏

書
」
が
な
い
こ
と
か
ら
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
が
内
閣
本
の
転
写
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
九
條
家
本
・
書
陵

部
本
に
は
存
す
る
こ
の
「
追
考
」
「
裏
書
」
は
、
内
閣
本
同
様
、
版
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本
や
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
も
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
久
曽
神

先
生
の
類
別
が
、
こ
の
二
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
九
條
家
本
を

三
次
本
と
さ
れ
る
の
に
従
え
ば
、
内
閣
本
は
二
次
本
も
し
く
は
一
次

本
で
あ
る
可
能
性
を
孕
む
こ
と
に
な
る
。
尊
経
閣
文
庫
本
と
三
手
文

庫
蔵
校
合
本
を
二
次
本
と
す
る
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
下
巻

余
が
内
閣
本
に
は
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
、
九

條
家
本
・
書
陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
を
比
較
し
た
が
、
内
閣

本
の
本
文
は
豊
橋
市
立
図
書
館
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

前
記
異
同
な
ど
か
ら
も
、
一
本
の
親
本
か
ら
の
転
写
と
は
考
え
難
く
、

各
々
に
別
個
の
親
本
が
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
「
裏

書
」
「
追
考
」
は
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
も
し
く
は
そ
の
親
本
に

お
い
て
の
追
加
、
ま
た
は
、
内
閣
本
、
も
し
く
は
そ
の
親
本
に
よ
る

削
除
・
逸
脱
と
捕
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
状

況
か
ら
察
す
る
と
、
乙
筆
部
分
を
追
補
す
る
こ
と
な
し
に
、
「
追
考
」

「
裏
書
」
の
み
を
補
う
こ
と
は
考
え
難
く
、
後
者
と
み
る
ほ
う
が
妥

当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
二
本
を
比
較
す
る
上
で
も
う
一
点
、
注
意
す
べ
き
は
、
豊
橋

市
立
図
書
館
本
に
は
、
下
巻
及
び
下
巻
余
が
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
下
巻
は
、
奥
書
か
ら
み
て
も
九
條
家
本
・

書
陵
部
本
と
同
系
統
で
あ
る
。
中
巻
途
中
の
欠
落
を
こ
の
系
統
の
本

で
補
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
別
筆
部
分
が
、
後
述
の
よ
う
に
他
系
統
の

本
文
で
あ
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
閣
本
、
も
し
く

は
、
そ
の
親
本
の
下
冊
散
逸
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
九
條
家
本
が

三
冊
本
の
合
本
、
書
陵
部
本
が
三
冊
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
豊
橋
市

立
図
書
館
本
・
内
閣
本
と
も
、
上
巻
に
引
き
続
き
「
奥
義
抄
　
中

釈
」
と
し
て
目
録
を
記
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
二
本
が
、
少
な
く
と
も

上
・
中
巻
を
一
冊
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
と
同
様
に
、
そ
の
親
本
に
お

い
て
も
上
・
中
巻
を
一
冊
、
下
巻
・
下
巻
余
を
一
冊
と
し
た
、
二
冊

本
で
あ
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
、
内
閣
本
の
親
本
、
も
し
く

は
内
閣
本
自
身
に
お
い
て
の
下
冊
散
逸
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
内
閣
本
と
豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
と
比
較

し
た
う
え
で
も
、
類
似
し
た
本
文
を
有
し
、
か
つ
末
尾
が
同
一
で
あ

る
。
両
本
は
共
に
、
川
上
氏
が
推
測
さ
れ
た
よ
う
な
、
以
下
欠
落
を

生
じ
た
底
本
を
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
内
閣
本
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
異
文
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
転
写
の

際
に
生
じ
た
異
同
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
あ
く
ま
で
同
系
統
の
本
文
と

捕
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
他
系
統
の
伝
本
を
含
め
、
『
奥
義
抄
』
の
す
べ
て
の
伝

本
を
合
理
的
に
系
統
立
て
る
こ
と
は
か
な
り
の
困
難
を
要
す
る
こ
と

で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
内
閣
本
は
、
比
較
的
誤
脱
が
少
な
く
、
ま
た
、
独
自
異
文
も
少
な
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い
善
本
で
あ
る
こ
と
は
、
川
上
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
比
較
の
及
ぶ
部
分
に
つ
い
て
の
み
み
て
も
、
豊
橋
市
立
図
書
館

本
は
こ
の
内
閣
本
を
補
い
得
る
。
そ
の
下
巻
・
下
巻
余
の
存
す
る
こ

と
は
殊
に
意
義
深
い
。

四

　
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
甲
筆
部
分
の
本
文
は
広
義
に
は
九
條
家

本
・
書
陵
部
本
と
同
系
統
の
も
の
で
あ
り
、
狭
義
に
は
内
閣
本
と
同

系
統
の
伝
本
で
あ
る
が
、
乙
筆
部
分
の
本
文
は
別
系
統
の
も
の
で
あ

る
。　

別
系
統
の
本
文
の
う
ち
、
特
に
注
意
を
要
す
る
も
の
に
大
東
急
記

念
文
庫
本
が
あ
る
。
次
に
、
比
較
し
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
大
東
急

記
念
文
庫
本
の
書
式
は
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
乙
筆
部
分
と
同
じ
で

あ
る
。一

　
三
十
一
「
い
な
む
し
ろ
」
の
歌
の
説
明
で
、
九
條
家
本
は
、
「
清

意
し
う
申
候
様
候
け
れ
は
」
の
よ
う
に
読
め
る
箇
所
が
あ
り
、
書
陵

部
本
は
、
「
清
亭
し
う
申
候
給
候
け
れ
は
」
と
読
め
、
共
に
意
味
が

通
じ
な
い
。
一
方
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
は
、
「
清
寧
う
せ
給
に

け
れ
は
」
と
あ
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
も
同
様
で
、
文
意
も
明
確

で
あ
る
。
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
に
お
い
て
は
、
「
寧
」
字
の
下
部
「
丁
」

を
「
し
」
と
誤
り
、
「
せ
」
を
「
申
」
に
、
「
に
」
を
「
候
」
に
誤
る

な
ど
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
の
本
文
が

極
近
い
底
本
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
紛
ら
わ
し
い
文
字
遣
い
が
、

こ
の
よ
う
な
誤
り
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
同
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
に
は

　
　
顕
宗
天
皇
久
居
邊
商
て
こ
と
く
く
百
姓
の
う
れ
へ
を
し
り
て

　
　
恵
を
ほ
と
こ
せ
る
よ
し
み
え
た
り

と
あ
る
が
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
、

　
　
顕
宗
天
皇
久
居
邊
育
百
姓
の
う
れ
へ
を
知
て
恵
を
ほ
と
こ
せ
る

　
　
よ
し
記
に
み
え
た
り

と
な
っ
て
い
る
。

三
　
同
、
九
條
家
本
に
は
、
「
昔
雄
略
天
皇
か
り
し
て
」
と
あ
る
が
、

豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
「
昔
雄
略
天
皇
狩

し
給
ひ
け
る
に
」
と
あ
る
。
書
陵
部
本
で
は
「
昔
雄
略
天
皇
狩
し
給

へ
る
に
」
と
す
る
。

四
　
三
十
三
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
に
「
地
を
ま
も
ら
へ
て
御
鷹

の
あ
り
か
を
申
け
れ
は
」
と
あ
る
が
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
大
東

急
記
念
文
庫
本
に
は
「
地
を
ま
も
ら
へ
て
御
鷹
は
彼
木
の
上
に
侍
り

と
申
け
れ
は
」
と
な
っ
て
い
る
。

五
　
同
最
終
部
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
に
は
「
の
も
り
の
か
・
み

と
云
人
に
ゆ
へ
な
し
」
と
あ
り
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
大
東
急
記

念
文
庫
本
に
は
「
野
守
の
か
・
み
と
い
ふ
へ
き
ゆ
へ
な
し
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
「
人
」
と
「
へ
」
、
「
に
」
と
「
き
」
を
誤
っ
て
の
異
同
で
あ
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ろ
う
が
、
各
系
統
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
で
あ
る
。

六
　
三
十
五
「
な
・
わ
た
に
」
の
歌
の
注
で
九
條
家
本
・
書
陵
部
本

で
は
、
「
も
と
す
ゑ
し
る
し
を
つ
け
て
た
へ
」
と
あ
る
が
、
豊
橋
市

立
図
書
館
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
「
本
末
し
る
し
て
た
へ
」

と
あ
る
。

七
　
同
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
に
は
「
そ
の
ま
・
に
し
て
し
る
し

つ
か
は
し
け
る
。
さ
り
け
れ
は
又
」
と
あ
る
が
、
豊
橋
市
立
図
書
館

本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
「
そ
の
ま
・
に
し
て
し
る
し
つ
か
は

せ
る
に
、
け
に
さ
り
け
れ
は
又
」
と
あ
る
。

八
　
三
十
七
「
出
て
い
な
は
」
の
歌
の
前
に
、
九
條
家
本
・
書
陵
部

本
に
は
、
「
以
下
六
首
伊
勢
物
語
寄
也
」
と
あ
る
が
、
豊
橋
市
立
図

書
館
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
な
い
。

九
　
四
十
七
「
け
ふ
も
ま
た
」
の
歌
の
注
の
最
後
部
は
、
九
條
家
本
・

書
陵
部
本
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
底
な
る
わ
に
は
地
獄
也
。
追
つ
る
虎
は
此
世
に
て
つ
く
れ
る
業

　
　
障
也
。
し
ろ
き
ね
す
み
は
日
也
。
黒
き
ね
す
み
は
月
也
。
月
日

　
　
の
行
事
、
彼
ね
す
み
の
た
の
め
る
草
を
は
み
き
る
か
こ
と
く
に
、

　
　
ほ
と
な
き
よ
し
也
。
高
光
少
将
寄
云

　
　
　
草
の
ね
に
露
の
命
の
か
・
る
ま
を
月
の
鼠
の
さ
は
く
な
る
哉

豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
で
は
、

　
　
底
な
る
わ
に
は
地
獄
也
。
し
ろ
き
鼠
は
日
也
。
黒
き
ね
す
み
は

　
　
月
也
。
月
日
の
行
事
か
の
ね
す
み
た
の
め
る
草
を
は
み
切
か
こ

　
　
と
く
に
ほ
と
な
き
よ
し
也
。
高
光
少
将
寄
云

　
　
　
た
の
む
よ
や
月
の
ね
す
み
の
さ
は
く
ま
の
草
葉
に
か
・
る
露

　
　
　
の
命
を

と
な
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
版
本
の
記
述
を
み
る
と
、

　
　
そ
こ
な
る
わ
に
は
地
獄
也
。
を
ひ
つ
る
と
ら
は
此
世
に
て
つ
く

　
　
れ
る
業
障
也
。
し
ろ
き
ね
す
み
は
日
也
。
く
ろ
き
ね
す
み
は
月

　
　
也
。
月
日
の
ゆ
く
こ
と
か
の
ね
す
み
の
た
の
め
る
草
を
は
み
き

　
　
る
か
こ
と
く
に
ほ
と
な
き
よ
し
也
。
高
光
少
将
寄
云

　
　
　
た
の
む
よ
か
つ
き
の
ね
す
み
の
さ
は
く
ま
の
く
さ
は
に
か
・

　
　
　
る
つ
ゆ
の
い
の
ち
を

　
　
此
寄
は
古
寄
な
り

　
　
　
草
の
ね
に
露
の
い
の
ち
の
か
・
る
ま
の
月
の
ね
す
み
の
さ
は

　
　
　
く
な
る
か
な

と
あ
る
。

　
高
光
集
に
は
「
た
の
む
よ
や
」
の
歌
は
見
ら
れ
る
が
、
「
草
の
ね
に
」

の
歌
は
存
し
な
い
。
ま
た
、
清
輔
編
『
続
詞
花
集
』
に
は
、
「
た
の

む
よ
や
」
の
歌
を
如
覚
法
師
の
歌
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
九
條
家
本
・

書
陵
部
本
の
本
文
を
原
形
と
し
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
乙
筆
部
分
・

大
東
急
記
念
文
庫
本
の
本
文
は
、
そ
の
誤
り
を
正
し
た
改
訂
本
と
し

て
の
性
格
を
有
す
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
原
田
氏
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
部
分
で
は
あ
る
が
、
万
葉
集
の
注
、
三
十

「
神
さ
ひ
て
」
の
項
に
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
で
は
、
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又
源
氏
の
あ
ふ
ひ
の
う
へ
の
寄
云

　
　
　
さ
も
こ
そ
は
よ
る
へ
の
水
に
か
け
た
へ
め
か
け
し
あ
ふ
い
を

　
　
　
わ
す
る
へ
し
や
は

　
　
こ
れ
も
か
の
か
め
の
み
つ
を
よ
め
る
也
。

と
あ
る
が
、
源
氏
物
語
の
葵
の
上
の
歌
に
こ
の
様
な
歌
は
な
く
、
大

東
急
記
念
文
庫
本
に
あ
る
よ
う
に
、

　
　
又
源
氏
寄
云

　
　
　
さ
も
こ
そ
は
よ
る
へ
の
水
に
み
草
井
め
け
ふ
の
か
さ
し
よ
な

　
　
　
さ
へ
わ
す
る
・

　
　
こ
れ
は
か
の
瓶
の
水
を
よ
め
る
な
り
。

と
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
歌
は
、
源
氏
物
語
の
幻
巻
に
み
ら
れ
、

間
違
い
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
み
て
も
、
二
系
統
の
伝
本
の
性
格
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
版
本
に
つ
い
て
は
、
九
條
家
本
と
同
系
統

の
本
文
に
、
他
系
統
の
本
文
を
多
く
取
り
込
も
う
と
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
も
、
誤
り
を
改
め
た
際
の
名
残
を
留
め
る
も
の
と
も
み
ら

れ
そ
う
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
調
査
を
進
め
た
い
。

一
〇
　
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
は
、
中
巻
巻

末
に
、
次
の
文
が
あ
る
。

　
　
或
本
裏
書
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
イ

　
　
追
勘
守
宮
事
言
賛
云
、
以
血
塗
腎
女
有
私
情
説
之
不
落
。
又
抱

　
　
朴
子
云
、
井
モ
リ
ニ
ニ
百
日
ノ
間
朱
ヲ
ク
ハ
セ
テ
其
血
ヲ
付

　
　
ハ
ぽ
カ
ヤ

　
　
ロ
事
セ
サ
ル
キ
ハ
・
落
ス
ト
云
リ
。
此
書
説
ハ
古
歌
ノ
心
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヵ
　

　
　
叶
ナ
リ
。
若
言
賛
之
失
欺
。
義
モ
不
叶
ナ
リ
。
有
私
情
口
不

　
　
落
ト
ア
ル
ハ
、
私
情
ナ
ク
ハ
落
ヘ
キ
ニ
コ
ソ
、
サ
テ
ハ
年
月
ヲ

　
　
ワ
タ
ル
ヘ
カ
ラ
ン
人
ニ
ハ
付
カ
タ
シ
、
湯
モ
ア
・
、
・
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ

　
　
汗
モ
ア
ヘ
テ
ヤ
ハ
ア
ル
ヘ
キ
ト
聞
ユ

こ
れ
は
二
本
共
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
な
お
、
他
に
も
小
さ
な
異
同
は
あ
る
が
、
省
略
す
る
。

　
以
上
か
ら
す
る
と
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
乙
筆
部
分
は
、
九
條

家
本
・
書
陵
部
本
と
は
異
な
っ
た
系
統
の
本
文
で
あ
り
、
大
東
急
記

念
文
庫
本
と
同
系
統
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
乙
筆
部
分
と
大
東
急
記
念
文
庫
本
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
の
二
本
は
、
単
に
同
系
統
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
多
く
の
類
似
点
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
書
式
は
共
に
、
和
歌
は
三
～
五
字
上
げ
一
行
書
き
で
あ
る
。

次
に
振
り
仮
名
が
該
当
箇
所
に
共
に
三
箇
所
、
同
位
置
に
同
じ
仮
名

を
振
っ
て
い
る
。
「
本
ノ
マ
・
」
「
イ
」
等
の
書
き
入
れ
が
七
箇
所
、

こ
れ
も
ま
た
完
全
に
一
致
す
る
。
更
に
大
東
急
記
念
文
庫
本
は
、
最

後
に
二
行
記
す
の
み
で
、
丁
を
改
め
て
「
或
本
裏
書
云
」
を
記
し
、

豊
橋
市
立
図
書
館
本
も
他
の
丁
で
は
一
面
十
五
行
書
き
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
十
一
行
を
記
し
た
後
、
三
行
分
ほ
ど
を
空
白
と
し
て

そ
の
丁
の
裏
に
「
或
書
裏
書
云
」
を
記
す
点
も
二
本
の
浅
か
ら
ぬ
関

係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
つ
い
て
も
、
細
か
な
異
同
は
数
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箇
所
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
「
て
に
を

は
」
で
あ
り
、
二
本
は
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
で
あ
る
。
漢
字
・
送
り
仮

名
．
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
も
類
似
し
て
お
り
、
二
本
が
極
め
て
深
い

関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

五

　
以
上
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
『
奥
義
抄
』
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

同
本
は
、
大
部
分
が
甲
筆
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
九
條
家
本
・

書
陵
部
本
と
同
系
統
で
あ
る
が
、
従
来
の
紹
介
で
い
わ
れ
て
い
た
よ

う
な
、
九
條
家
本
の
転
写
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
し
て
、
現
存
伝
本

の
う
ち
で
は
、
内
閣
文
庫
蔵
零
本
と
緊
密
な
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、

乙
筆
部
分
は
、
九
條
家
本
な
ど
と
は
系
統
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

大
東
急
記
念
文
庫
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
久
曽
神
先
生
の
分
類
、
川
上
氏
の
分
類
を
参
考
に
表
に
し
、

豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
位
置
す
る
と
こ
ろ
を
表
す
と
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

　
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
・
内
閣
本
・
版
本

は
「
正
和
五
年
本
」
の
系
統
と
し
て
ま
と
め
得
る
が
、
更
に
内
閣
本
・

豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
欠
落
本
の
系
統
と
し
て
分
類
で
き
る
。
ま
た
、

版
本
は
「
は
す
な
は
に
」
の
歌
の
注
な
ど
に
よ
り
、
少
々
性
格
を
異

H 1

類 類

一
次
本

三 尊 二
手 経 次
文 閣 本
庫 本
校
△口
本

豊 大 豊内i書九 三
橋 東 橋閣i陵條 次
市 急 市本i部家 本
立 記 立　　i本本
図 念 図　i
書 文 書　　1
館 庫 館　i
本 本 本　　1
乙 甲　i
部 部　　1

版 四
本 次

本

に
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
敢
て
1
類
を
二
分
し
た
。
大
東
急
記
念
文

庫
本
は
、
「
忠
琴
十
躰
」
以
下
追
補
の
多
い
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
三

次
本
と
同
列
と
し
た
。

　
『
奥
義
抄
』
の
完
本
は
版
本
の
ほ
か
、
写
本
で
は
九
條
家
本
・
書

陵
部
本
・
豊
橋
市
立
図
書
館
本
の
三
本
し
か
存
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
り
、
完
本
す
べ
て
が
同
一
系
統
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

　
豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
比
較
的
、
目
立
っ
た
誤
脱
も
少
な
い
よ
う

で
あ
り
、
九
條
家
本
・
書
陵
部
本
の
誤
脱
を
補
う
こ
と
も
で
き
、
ま

た
、
内
閣
本
に
は
な
い
下
巻
・
下
巻
余
の
存
す
る
こ
と
は
、
同
系
統

の
本
文
の
確
立
に
有
効
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
本
中
に
甲
筆
部
分
、

乙
筆
部
分
の
、
別
個
の
二
系
統
の
本
文
を
有
す
る
そ
の
特
異
な
書
写

過
程
は
、
奥
義
抄
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
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ら
の
点
か
ら
豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
『
奥
義
抄
』
の
本
文
研
究
上
有

益
で
、
か
つ
興
味
深
い
伝
本
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
『
奥
義
抄
』
の
研
究
に
お
い
て
は
、
更
に
考
察
す
べ
き
点
も
少
な

く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
豊
橋
市
立
図
書
館
本
に
つ
い
て
の
報
告
に
と

ど
め
、
今
後
と
も
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。
多
大
の
御
教
示
、
御

叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
「
奥
義
抄
に
就
い
て
」
（
「
立
命
館
文
学
」
第
四
巻
第
四
號
）
お
よ

　
　
び
「
日
本
歌
学
大
系
」
第
一
巻
所
収
「
奥
義
抄
』
の
解
題
で
は

　
　
　
一
次
本
…
現
存
せ
ず

　
　
　
二
次
本
…
尊
経
閣
文
庫
本
、
三
手
文
庫
蔵
校
合
本

　
　
　
三
次
本
…
九
條
家
旧
蔵
本
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
浅
野
図
書
館

　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
四
次
本
…
版
本

　
　
の
よ
う
に
分
類
し
て
お
ら
ら
れ
る
。

（
2
）
　
「
鉄
糠
奥
義
抄
管
見
」
（
「
か
が
み
」
八
）

　
　
　
ま
た
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
つ
い
て
は
他
に
、
同
氏
「
大
東
急

　
　
本
奥
義
抄
と
忠
琴
十
体
」
（
「
文
学
・
語
学
」
二
十
七
）
お
よ
び
、
井

　
　
上
宗
雄
氏
「
飲
媒
鯨
臨
杉
原
宗
伊
関
係
歌
書
（
「
奥
義
抄
」
「
法
華
廿
八

　
　
　
品
歌
」
）
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
か
が
み
」
七
）
に
御
論
考
が
あ
る
。

　
（
3
）
　
「
奥
義
抄
伝
本
考
」
（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
二
十
四
輯
）

　
（
4
）
　
「
藤
原
清
輔
の
生
涯
　
付
・
清
輔
編
著
類
伝
本
書
目
」
（
「
立
教
大

　
　
　
学
日
本
文
学
」
第
八
号
）

　
（
5
）
　
慶
安
五
年
本
も
数
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
上
村
次
郎
右
衛
門
版

　
　
　
の
八
冊
本
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
以
下
、
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
、
版
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
引

　
　
　
用
部
分
に
細
か
な
異
同
が
あ
る
場
合
、
次
の
よ
う
な
優
先
順
位
と
し

　
　
　
て
代
表
さ
せ
、
そ
の
異
同
は
一
々
あ
げ
な
い
。

　
　
　
一
、
九
條
家
本
、
二
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
三
、
書
陵
部
本
、
四
、

　
　
　
大
東
急
記
念
文
庫
本

　
　
　
　
九
條
家
本
は
平
成
元
年
十
一
月
に
久
曽
神
先
生
か
ら
拝
借
し
、
複

　
　
　
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
豊
橋
市
立
図
書
館
本
は
、
同

　
　
　
図
書
館
で
複
写
し
て
い
た
だ
い
た
。
書
陵
部
本
・
内
閣
本
は
国
文
学

　
　
　
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
に
よ
る
。
大
東
急
記
念

　
　
　
文
庫
本
は
、
同
文
庫
に
お
い
て
閲
覧
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
の
控

　
　
　
え
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
版
本
は
、
無
刊
記
版
本
に
よ
っ
た
が
、
本
文

　
　
　
は
、
慶
安
五
年
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
図
書
の
閲
覧
・
複
写
を
許
可
さ
れ
た
、
久
曽
神
先
生
、
豊
橋
市

立
図
書
館
・
大
東
急
記
念
文
庫
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
大
学
院
生
）
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